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連結計算書類の連結注記表
計算書類の個別注記表

（2019年10月１日から2020年９月30日まで）

株式会社セプテーニ・ホールディングス

「連結計算書類の連結注記表」及び「計算書類の個別注記表」につきまして
は、法令及び当社定款第19条の規定に基づき、インターネット上の当社ウ
ェブサイト（https://www.septeni-holdings.co.jp）に掲載することによ
り、株主の皆さまに提供しております。



連　　結　　注　　記　　表

［連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等］
１．連結計算書類の作成基準

　当社グループの連結計算書類は、会社計算規則第120条第１項の規定により、国際会計基準（以下、IFRS）
に準拠して作成しております。なお、本連結計算書類は同項後段の規定により、IFRSで求められる開示項目
の一部を省略しております。

２．連結の範囲に関する事項
連結子会社の数　32社

主要な会社名　株式会社セプテーニ、コミックスマート株式会社

３．持分法の適用に関する事項
持分法適用会社等（関連会社・共同支配事業）の数　７社

主要な会社名　株式会社オープンスマイル、株式会社プライムクロス

４．連結子会社の事業年度等に関する事項
　当社と子会社及び関連会社の報告期間の末日が異なる場合、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく計
算書類を使用しております。

５．会計方針に関する事項
（１）企業結合

　企業結合は取得法を用いて会計処理しております。取得対価は、被取得企業の支配と交換に譲渡した
資産、引き受けた負債及び当社が発行する資本性金融商品の取得日（支配獲得日）の公正価値の合計と
して測定されます。取得関連費用は発生時に純損益で認識しております。
　企業結合が発生した期末日までに企業結合の当初の会計処理が完了しない場合、未完了の項目につい
ては暫定的な金額で報告しております。それらが判明していた場合には取得日に認識された金額に影響
を与えたと考えられる、取得日に存在していた事実や状況に関して得た新しい情報を反映するために、
暫定的な金額を測定期間（最長で１年間）の間に修正するか、又は追加の資産又は負債を認識しており
ます。
　取得日において識別可能な資産及び負債は、以下を除き、取得日における公正価値で測定しておりま
す。

・IAS第12号「法人所得税」に従って測定される繰延税金資産又は繰延税金負債
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・IAS第19号「従業員給付」に従って測定される従業員給付契約に関連する資産又は負債
・IFRS第２号「株式に基づく報酬」に従って測定される被取得企業の株式報酬契約に関する負債
・IFRS第５号「売却目的で保有する非流動資産及び非継続事業」に従って分類・測定された非流動資

産又は処分グループ
　移転した企業結合の対価、被取得企業の非支配持分の金額及び以前に保有していた被取得企業の持分
の取得日における公正価値との合計額が、識別可能な資産及び負債の公正価値を超過する場合は、連結
財政状態計算書においてのれんとして計上しております。反対に下回る場合には、直ちに連結純損益計
算書において純損益として計上しております。当社グループは、非支配持分を公正価値で測定するか、
又は認識した識別可能な純資産に対する非支配持分の比例割合で測定するかについて、個々の企業結合
取引毎に選択しております。
　支配獲得後の非支配持分の追加取得については、資本取引として会計処理しております。非支配持分
の修正額と支払対価又は受取対価の公正価値との差額を、資本剰余金に直接認識しており、当該取引か
らのれんは認識しておりません。

（２）外貨換算
①外貨建取引
　外貨建取引は、取引日における為替レートで当社グループ各社の機能通貨に換算しております。期末
日において再測定する外貨建の貨幣性資産及び負債は、期末日の為替レートで機能通貨に再換算してお
ります。公正価値で測定される外貨建の非貨幣性資産及び負債は、当該公正価値の測定日における為替
レートで機能通貨に再換算しております。
　これら取引の決済から生じる為替差額並びに外貨建の貨幣性資産及び負債を期末日の為替レートで換
算することによって生じる為替差額は、純損益で認識しております。ただし、非貨幣性項目の利益又は
損失がその他の包括利益に計上される場合は、為替差額についてもその他の包括利益に計上しておりま
す。
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②在外営業活動体
　在外営業活動体の資産及び負債（取得により発生したのれん及び公正価値の調整を含む）については
期末日の為替レート、収益及び費用については、その期間の平均為替レートを用いて日本円に換算して
おります。ただし、当該平均為替レートが取引日における為替レートの累積的影響の合理的な概算値と
いえない場合には、取引日の為替レートで換算しております。
　在外営業活動体の財務諸表の換算から生じる為替換算差額は、その他の包括利益で認識しております。
在外営業活動体の持分全体の処分及び支配又は重要な影響力の喪失を伴う持分の一部処分につき、当該
換算差額は、処分損益の一部として純損益に振り替えております。

（３）現金及び現金同等物
　現金及び現金同等物は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値
の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資から構
成されております。

（４）棚卸資産
　棚卸資産は、主として商品及び仕掛品から構成され、取得原価と正味実現可能価額のいずれか低い金
額により測定しております。取得原価は、主として加重平均法に基づいて算定し、代替性がない棚卸資
産については個別法に基づいて算定しております。

（５）金融商品
①非デリバティブ金融資産
　当社グループは営業債権及びその他の債権を、これらの発生日に当初認識しております。その他のす
べての金融資産は、当社グループが当該金融商品の契約当事者となった取引日に当初認識しております。
　当社グループは、金融資産から生じるキャッシュ・フローに対する契約上の権利が失効した場合又は
当該金融資産の所有に係るリスク及び経済的便益を実質的にすべて移転する取引において、金融資産か
ら生じるキャッシュ・フローを受け取る契約上の権利を移転する場合に、当該金融資産の認識を中止し
ております。移転した金融資産に関して当社グループが引き続き保有する持分については、別個の資
産・負債として認識しております。
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　非デリバティブ金融資産の分類及び測定方法の概要は、以下のとおりであります。

イ．償却原価で測定する金融資産
　負債性金融商品に対する投資のうち、契約上のキャッシュ・フローが、特定日に支払われる元本
及び利息から構成され、かつ当社グループが、契約上のキャッシュ・フローを回収するために保有
することを目的とする事業モデルに基づいて保有している場合には、当該負債性金融資産を償却原
価で測定しております。償却原価で測定する金融資産の取得に直接帰属する取引コストは、公正価
値に加算しております。
　当初認識後は、実効金利法を適用して償却原価を測定し、必要な場合には減損損失を控除してお
ります。償却原価で測定する金融資産に係る利息収益、為替差損益、減損損失は、純損益で認識し
ております。

ロ．その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産（以下、FVTOCIの金融資産）
　負債性金融商品に対する投資のうち、契約上のキャッシュ・フローが、特定日に支払われる元本
及び利息から構成され、かつ当社グループが、契約上のキャッシュ・フローの回収及び当該金融資
産の売却の双方を目的とする事業モデルに基づいて保有している場合には、当該負債性金融資産を
公正価値で測定しております。この場合、実効金利法による利息収益、為替差損益及び減損損失を
純損益で認識し、これらを除いた公正価値の変動を、その他の包括利益（純損益に組替調整される
可能性があります）で認識しております。
　売買目的保有ではない資本性金融商品に対する投資について、当社グループは、当初認識時に公
正価値で測定し、その変動を、その他の包括利益で認識するという選択（撤回不能）を行う場合が
あります。この場合、公正価値の変動は、その他の包括利益（純損益に組替調整されません）で認
識しております。認識を中止した場合には、その他の包括利益で認識された公正価値の変動の累計
額を直接利益剰余金へ振り替えております。ただし、配当金については、明らかに投資原価の一部
回収である場合を除き純損益で認識しております。
　FVTOCIの金融資産の取得に直接帰属する取引コストは、公正価値に加算しております。

ハ．純損益を通じて公正価値で測定する金融資産（以下、FVTPLの金融資産）
　上記以外の金融資産は、公正価値で測定し、その変動を純損益で認識しております。FVTPLの金
融資産の取得に直接帰属する取引コストは、発生時に純損益で認識しております。
　当社グループは、いずれの負債性金融商品も、会計上のミスマッチを取り除くあるいは大幅に削
減させるために純損益を通じて公正価値で測定するものとして指定しておりません。

－ 4 －



②金融資産の減損
　当社グループは、償却原価又はその他の包括利益を通じて公正価値で測定される負債性金融資産の減
損の認識にあたって、期末日毎に対象となる金融資産又は金融資産グループに当初認識時点からの信用
リスクが著しく増大したかどうかに基づき評価しております。具体的には、当初認識時点から信用リス
クが著しく増大していない場合には、12ヶ月の予想信用損失を損失評価引当金として認識しておりま
す。一方、当初認識時点から信用リスクの著しい増大があった場合には、残存期間にわたる予想信用損
失を損失評価引当金として認識しております。信用リスクが著しく増大しているか否かは、デフォルト
リスクの変化に基づいて判断しております。
　当社グループの通常の取引より生じる営業債権については、回収までの期間が短いため、簡便的に過
去の信用損失に基づいて、当初から残存期間にわたる予想信用損失と等しい金額で損失評価引当金を認
識しております。
　予想信用損失は、契約に従って企業に支払われるべき契約上のキャッシュ・フローと、企業が受け取
ると見込んでいるキャッシュ・フローとの差額を現在価値として測定しております。
　当社グループは、ある金融資産の全体又は一部分を回収するという合理的な予想を有していない場合
には、金融資産の総額での帳簿価額を直接減額しております。

③非デリバティブ金融負債
　当社グループは、金融負債を当社グループが当該金融商品の契約当事者となった取引日に認識してお
ります。当社グループは、金融負債が消滅した場合、つまり、契約上の義務が免責、取消又は失効とな
った場合に、金融負債の認識を中止しております。
　当社グループは、非デリバティブ金融負債として、借入金、営業債務及びその他の債務を有しており、
公正価値で当初認識し、償却原価で測定する金融負債の取得に直接帰属する取引コストは、公正価値か
ら控除しております。
　当初認識後は、実効金利法に基づき償却原価で測定しております。

④デリバティブ及びヘッジ会計
　当社グループは、為替リスク等をヘッジするために各デリバティブ金融商品を保有しております。
　デリバティブの公正価値変動額は純損益として認識しております。ただし、キャッシュ・フロー・ヘ
ッジの有効部分はその他の包括利益として認識しております。
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　当社グループは、ヘッジ開始時に、ヘッジ会計を適用しようとするヘッジ関係並びにヘッジを実施す
るにあたってのリスク管理目的及び戦略について、公式に指定及び文書化を行っております。当該文書
は、具体的なヘッジ手段、ヘッジ対象、ヘッジされるリスクの性質及びヘッジ関係の有効性の評価方法
などを含んでおります。これらのヘッジは、ヘッジ対象とヘッジ手段との間に経済的関係があること、
信用リスクの影響が経済的関係から生じる価値変動に著しく優越するものではないこと、ヘッジ関係の
ヘッジ比率が実際にヘッジしているヘッジ対象及びヘッジ手段の数量から生じる比率と同じであること
が見込まれますが、ヘッジ関係が将来に向けて有効であるかどうかを判定するために、継続的に評価し
ております。
　当社グループは、ヘッジ会計の要件を満たすデリバティブ金融商品をヘッジ手段として指定し、キャ
ッシュ・フロー・ヘッジを適用しております。キャッシュ・フロー・ヘッジは、キャッシュ・フローの
変動可能性に対するエクスポージャーのうち、認識されている資産又は負債に関連する特定のリスク、
又は発生可能性が非常に高い予定取引に起因し、純損益に影響を与えるものに対するヘッジであります。
　ヘッジ手段に係る利得又は損失のうち、ヘッジ有効部分はその他の包括利益として認識しております。
その他の包括利益として認識した金額は、ヘッジ対象のキャッシュ・フローが純損益に影響を及ぼすの
と同一の連結会計年度において、その他の包括利益から純損益に振り替えております。ヘッジ対象が非
金融資産又は非金融負債の認識を生じさせるものである場合に、その他の包括利益として認識されてい
る金額は、非金融資産又は非金融負債の当初の帳簿価額の修正として処理しております。ヘッジ非有効
部分は純損益として認識しております。

⑤金融資産及び金融負債の相殺
　金融資産及び金融負債は、当社グループがそれらの残高を相殺する強制可能な法的権利を有し、純額
で決済するか、又は資産の実現と負債の決済を同時に行う意図を有する場合にのみ、連結財政状態計算
書上で相殺し、純額で表示しております。
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（６）有形固定資産
　有形固定資産の測定には原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控
除した金額で測定しております。取得原価には、当該資産の取得に直接付随する費用、解体・除去及び
設置場所の原状回復費用の当初見積額を含めております。
　減価償却費は、償却可能価額を各構成要素の見積耐用年数にわたって、主として定額法により算定し
ております。償却可能価額は、資産の取得価額から残存価額を控除して算出しております。
　主要な有形固定資産の見積耐用年数は、以下のとおりであります。

・建物及び付属設備　　３～15年
・器具及び備品　　　　１～20年

　減価償却方法、見積耐用年数及び残存価額は、期末日毎に見直しを行い、必要に応じて改定しており
ます。

（７）のれん及び無形資産
①のれん
　当初認識時におけるのれんの測定については、「５.　会計方針に関する事項（1）企業結合」に記載
しております。のれんの償却は行わず、減損テストにより必要な場合は減損損失を計上しており、取得
原価から減損損失累計額を控除した金額で測定しております。

②その他の無形資産
　個別に取得した無形資産は、当初認識時に取得原価で測定しております。企業結合により取得した無
形資産は、当初認識時にのれんとは区分して認識し、取得日の公正価値で測定しております。
　当初認識後の測定については、原価モデルを採用しております。耐用年数を確定できる無形資産は、
取得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額で測定し、耐用年数を確定できない無形資
産は、取得原価から減損損失累計額を控除した金額で測定しております。
　当社グループ内部で発生した研究開発費は、資産計上の要件を満たす開発活動に対する支出（自己創
設無形資産）を除き、発生時に費用として認識しております。自己創設無形資産は当初認識時において、
資産計上の要件をすべて満たした日から、開発完了までに発生した支出の合計額で測定しております。
　耐用年数を確定できる無形資産の償却費については、見積耐用年数にわたって定額法により償却して
おります。耐用年数を確定できない無形資産については、償却を行わず、耐用年数が明らかになるまで
期末日毎に減損テストを行っております。
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　主要な無形資産の見積耐用年数は、以下のとおりであります。
・ソフトウェア　　１～５年

　償却方法、見積耐用年数及び残存価額は、期末日毎に見直しを行い、必要に応じて改定しております。

（８）リース
　当社グループでは、契約の開始時に、契約がリース又はリースを含んだものであるのかどうかを判定
しております。リースを含む契約の開始日又は再評価日に契約における対価を、IFRS第16号が認めて
いる実務上の便法として、原資産のクラス毎に、非リース構成部分と区別せずに、各リース構成部分及
び関連する非リース構成部分を単一のリース構成部分として会計処理することを選択しております。ま
た、リース期間は、リースの解約不能期間に、行使することが合理的に確実な延長オプションの対象期
間及び行使しないことが合理的に確実な解約オプションの対象期間を加えたものとしております。

（借手側）
①使用権資産
　リースの開始日に使用権資産を認識しております。使用権資産は開始日において、取得原価で測定
しており、当該取得原価は、リース負債の当初測定の金額、リース開始日以前に支払ったリース料か
ら受け取ったリース・インセンティブを控除した金額、発生した当初直接コスト及びリースの契約条
件で要求されている原資産の原状回復の際に借手に生じるコストの見積りの合計で構成されておりま
す。

　リースの開始日後においては、原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累
計額を控除して測定しております。使用権資産は、当社グループがリース期間の終了時にリース資産
の所有権を取得することが合理的に確実である場合を除き、開始日から使用権資産の耐用年数の終了
時又はリース期間の終了時のいずれか早い方まで減価償却しております。使用権資産の耐用年数は有
形固定資産と同様の方法で決定しております。
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②リース負債
　リースの開始日にリース負債を認識しております。リース負債はリース開始日現在で支払われてい
ないリース料の現在価値で測定しております。当該リース料は、リースの計算利子率が容易に算定で
きる場合には、当該利子率を用いて割り引いておりますが、そうでない場合には、追加借入利子率を
用いて割り引いております。リース負債の測定に含まれているリース料は、主に固定リース料、延長
オプションの行使が合理的に確実である場合の延長期間のリース料及び早期解約しないことが合理的
に確実である場合を除いたリースの解約に対するペナルティの支払額で構成されております。
　リースの開始日後においては、リース負債に係る金利や、支払われたリース料を反映するようにリ
ース負債の帳簿価額を増減しております。リース負債を見直した場合又はリースの条件変更が行われ
た場合には、リース負債を再測定し使用権資産を修正しております。

（９）資産の減損
①金融資産
　金融資産の減損については、「５.　会計方針に関する事項（5）金融商品　②金融資産の減損」に記
載しております。
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②非金融資産
　棚卸資産及び繰延税金資産を除く当社グループの非金融資産の帳簿価額は、期末日毎に減損の兆候の
有無を判断し、減損の兆候が存在する場合は、当該資産の回収可能価額を見積っております。
　のれん及び耐用年数を確定できない又は未だ使用可能ではない無形資産については、減損の兆候が存
在する場合の他、期末日において、減損の兆候の有無にかかわらず減損テストを行い回収可能価額を見
積っております。
　資産又は資金生成単位の回収可能価額は、使用価値と処分費用控除後の公正価値のうち、いずれか高
い金額で算定しております。使用価値の算定において、見積将来キャッシュ・フローは、貨幣の時間的
価値及び当該資産の固有のリスク等を反映した税引前の割引率を用いて現在価値に割り引いております。
資金生成単位については、継続的に使用することにより他の資産又は資産グループのキャッシュ・イン・
フローとは、概ね独立したキャッシュ・イン・フローを生み出す最小の資産グループとしております。
　のれんの資金生成単位への配分については、のれんが内部報告目的で管理される単位に基づき決定し、
事業セグメントの範囲内となっております。
　全社資産は独立したキャッシュ・イン・フローを生み出していないため、全社資産に減損の兆候があ
る場合、全社資産が帰属する資金生成単位の回収可能価額を算定して判断しております。
　資産又は資金生成単位の帳簿価額が回収可能価額を超過する場合には、当該資産は回収可能価額まで
減額し、減損損失を認識しております。資金生成単位に関連して認識した減損損失は、まずその単位に
配分されたのれんの帳簿価額を減額するように配分し、次に資金生成単位内におけるその他の資産の帳
簿価額の比例割合に応じて減額するように配分されております。
　過去に認識したのれん以外の資産の減損損失については、期末日毎に損失の減少又は消滅を示す兆候
の有無を判断しております。減損の戻入れの兆候があり、回収可能価額の決定に使用した見積りが変化
した場合は、減損損失を戻入れております。減損損失については、減損損失を認識しなかった場合の帳
簿価額から必要な減価償却費又は償却費を控除した後の帳簿価額を超えない金額を上限として戻入れて
おります。
　ただし、のれんに関連する減損損失は戻入れておりません。
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（10）従業員給付
　短期従業員給付については、割引計算は行わず、関連するサービスが提供された時点で費用として計
上しております。賞与については、それらを支払う法的又は推定的な債務を負っており、信頼性のある
見積りが可能な場合に、それらの制度に基づいて支払われると見積られる額を負債として認識しており
ます。

（11）引当金
　当社グループが過去の事象の結果として現在の法的又は推定的債務を有しており、当該債務を決済す
るために経済的便益をもつ資源の流出が必要となる可能性が高く、当該債務の金額について信頼性のあ
る見積りができる場合に、引当金を認識しております。
　引当金は、貨幣の時間価値の影響が重要な場合、見積将来キャッシュ・フローを貨幣の時間価値及び
当該負債に特有なリスクを反映した税引前の割引率を用いて、現在価値に割り引いています。時の経過
による引当金の増加は金融費用として認識しております。

（12）売却目的で保有する非流動資産及び非継続事業
①売却目的で保有する非流動資産
　継続的な使用ではなく、売却により帳簿価額の回収が見込まれる非流動資産及び処分グループのうち、
１年以内に売却する可能性が非常に高く、かつ現在の状態で即時に売却可能で、当社グループの経営者
が売却を確約している場合には、売却目的で保有する非流動資産及び処分グループとして分類し、非流
動資産は減価償却又は償却は行わず、帳簿価額と売却費用控除後の公正価値のうち、いずれか低い方の
金額で測定しております。

②非継続事業
　既に処分されたか又は売却目的保有に分類された企業の構成単位で、当社グループの独立の主要な事
業分野又は営業地域であるか、若しくは独立の主要な事業分野又は営業地域を処分する統一された計画
の一部である場合をいい、継続事業とは区分して非継続事業として表示及び開示を行っております。
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（13）資本
①普通株式
　当社が発行した普通株式は、発行価額を資本金及び資本剰余金に計上し、直接発行費用（税効果考慮
後）は資本剰余金から控除しております。

②自己株式
　自己株式を取得した場合は、直接取引費用を含む税効果考慮後の支払対価を、資本の控除項目として
認識しております。自己株式を売却した場合は、帳簿価額と売却時の対価の差額を資本剰余金として認
識しております。

（14）株式に基づく報酬
①ストック・オプション制度
　当社グループは、持分決済型の株式に基づく報酬としてストック・オプション制度を導入しておりま
す。株式報酬の付与日における公正価値は、付与日から権利が確定するまでの期間にわたり費用として
認識し、同額をその他の資本の構成要素の増加として認識しております。付与されたストック・オプシ
ョンの公正価値は、オプションの諸条件を考慮し、ブラック・ショールズモデル等を用いて算定してお
ります。

②株式報酬制度
　当社グループは、持分決済型に基づく報酬として、業績連動型株式報酬制度を導入しております。
　持分決済型の株式報酬の付与日における公正価値は、付与日から権利が確定するまでの期間にわたり
費用として認識し、同額を資本の増加として認識しております。
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（15）収益
　下記の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
　ステップ１：顧客との契約を識別する
　ステップ２：契約における履行義務を識別する
　ステップ３：取引価格を算定する
　ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
　ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する

　当社グループは、顧客に対して、デジタルマーケティング事業、メディアプラットフォーム事業を提
供しております。
①デジタルマーケティング事業
　デジタルマーケティング事業においては、媒体社が提供するデジタルメディアに対する広告配信・広
告出稿及びクリエイティブ、マーケティング支援サービス等の提供を行っております。
　媒体社が提供するデジタルメディアに対する広告配信・広告出稿に関しては、主にメディアに広告が
配信・出稿された時点で、また、クリエイティブ、マーケティング支援サービス等に関しては、主に制
作物の納品又は役務の提供により当社グループ履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足し
た時点でそれぞれ収益を認識しております。
　デジタルマーケティング事業に係る取引は、主として当社グループが提供するサービスに対する報酬
として顧客から受領する対価から関連する原価を控除した純額、あるいは手数料として一定の報酬対価
により計上していますが、本人としての性質が強いと判断される一部の取引に関しては、顧客から受領
した対価と原価を総額で計上しております。また、取引対価は、履行義務を充足してから主として１年
以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。

②メディアプラットフォーム事業
　メディアプラットフォーム事業においては、当社グループが提供するデジタルメディアでの広告配
信・広告出稿及び電子書籍等の提供を行っております。
　当社グループが提供するデジタルメディアでの広告配信・広告出稿に関しては、主にメディアに広告
が配信・出稿された時点で、また、電子書籍等の提供に関しては、主に制作物の納品により当社グルー
プ履行義務が充足されることから、当該履行義務を充足した時点で収益認識しております。
　メディアプラットフォーム事業に係る取引は、本人としての性質が強いと判断されることから、収益
及び原価を総額表示としております。また、取引対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に
受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。
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（16）法人所得税
　法人所得税費用は当期法人所得税と繰延法人所得税から構成され、企業結合から生じる税金及びその
他の包括利益又は資本に直接認識する項目から生じる税金を除き、純損益で認識しております。
　当期法人所得税は、税務当局に対する納付若しくは税務当局から還付が予想される金額で測定され、
税額の算定に使用する税率又は税法は、当社グループが事業活動を行い課税対象となる損益を獲得する
国において、期末日までに施行若しくは実質的に施行されているものであります。
　繰延税金資産は、将来減算一時差異、繰越欠損金及び繰越税額控除について、将来の課税所得により
使用できる可能性が高い範囲内で認識しております。また、繰延税金資産は期末日に回収可能性の見直
しを実施しております。繰延税金負債は、原則として将来加算一時差異について認識しております。
　なお、以下の一時差異に対しては、繰延税金資産又は負債を認識しておりません。

・企業結合以外の取引で、かつ、会計上の利益にも課税所得にも影響を及ぼさない取引における資産
又は負債の当初認識から生じる一時差異

・のれんの当初認識から生じる一時差異
・子会社及び関連会社に対する投資に係る将来減算一時差異のうち、予測可能な将来に当該一時差異

が解消する可能性が高くない場合、又は当該一時差異の使用対象となる課税所得が稼得される可能
性が高くない場合

・子会社及び関連会社に対する投資に係る将来加算一時差異のうち、一時差異の解消時期をコントロ
ールすることができ、予測可能な将来に当該一時差異が解消しない可能性が高い場合

　繰延税金資産及び繰延税金負債は、期末日に施行又は実質的に施行される法律に基づいて、一時差異
が解消される時点に適用されると予測される税率を用いて測定しております。
　繰延税金資産及び繰延税金負債は、当期税金資産及び当期税金負債を相殺する法的に強制力のある権
利を有しており、かつ、同一の納税事業体に課せられている場合又は純額ベースでの決済を行うことを
意図している異なる納税事業体に対して、同一の税務当局によって課されている法人所得税に関連する
ものである場合には相殺しております。
　当社及び国内の100％出資子会社は、１つの連結納税グループとして法人税の申告・納付を行う連結
納税制度を適用しております。

（17）１株当たり利益
　基本的１株当たり当期利益（△は損失）は、親会社の所有者に帰属する当期利益（△は損失）を、そ
の期間の自己株式を調整した発行済普通株式の加重平均株式数で除して算定しております。
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（18）その他連結計算書類作成のための重要な事項
①消費税等の会計処理
　税抜方式を採用しております。

②その他
　記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しております。

［会計方針の変更に関する注記］
　当連結会計年度より適用した新たな基準書及び解釈指針は主に以下のとおりであります。

基準書及び解釈指針 強制適用年度
（以降開始年度）

当社グループ
適用時期 概要

IFRS第16号 リース 2019年１月１日 2020年９月期
リースの取扱いに関する従来の会計基準及
び開示方法について改訂を定めたものであ
ります。

　当社グループは、当連結会計年度からIFRS第16号「リース」（以下、IFRS第16号）を適用しております。
当社グループは、IFRS第16号の経過措置に従い、当該基準を遡及的に適用し、新基準の当初適用の累積的影
響を2019年10月１日現在で認識しております。

　IFRS第16号は、リースの借手及び貸手におけるリース契約の認識、測定、表示及び開示の原則を定めてお
ります。IFRS第16号において、リースの借手は、従前の基準であるIAS第17号「リース」（以下、IAS第17
号）において求められていたファイナンス・リースとオペレーティング・リースの区分をせず、単一の会計モ
デルを使用することとなります。借手はリースの開始日において、リース料に係る支払債務（リース負債）と、
対応するリース期間に原資産を使用する権利を表す使用権資産を認識することとなります。その後、借手はリ
ース負債から生じる利息費用と、使用権資産から生じる減価償却費を個別に認識しております。使用権資産は、
リース期間にわたり定額法で減価償却をしております。
　当社グループは、IFRS第16号の適用により、過去にIAS第17号に従い分類されたオペレーティング・リース
について、リース負債を認識しております。当該リース負債は、残りのリース料を2019年10月１日現在の借
手の追加借入利子率を用いて割り引いた現在価値で測定しております。なお、リース負債に適用した借手の追
加借入利子率の加重平均は0.4％となっております。
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　当社グループは、従来IAS第17号のもとでオペレーティング・リースに分類していたリースにIFRS第16号を
適用する際に、以下の実務上の便法を適用しました。

・特性が類似したリースのポートフォリオに単一の割引率を適用する
・残存リース期間が12ヶ月以内のリースに、使用権資産とリース負債を認識しない免除規定を適用する
・適用開始日の使用権資産の測定から当初直接コストを除外する
・延長又は解約オプションが含まれている契約のリース期間を算定する際に、事後的判断を使用する

　IFRS第16号への移行にあたり、当社グループは、2019年10月１日現在で1,725,653千円の使用権資産、
1,708,507千円のリース負債を追加的に認識し、4,762千円の繰延税金資産の増加及び66,259千円のその他の
流動資産、31,316千円のその他の流動負債並びに13,035千円の期首利益剰余金（税効果会計等考慮後）の減
少を認識しております。使用権資産は「使用権資産」として表示しており、リース負債は「その他の金融負債
（流動）」及び「その他の金融負債（非流動）」に含まれております。

2019年９月30日現在で開示されているオペレーティング・リースに係る
コミットメント

1,585,969千円

　解約可能オペレーティング・リース契約 130,906千円
割引前のリース負債 1,716,875千円
当社グループの追加借入利子率を用いた割引 △8,368千円
2019年10月１日現在で認識されているリース負債 1,708,507千円
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［連結財政状態計算書に関する注記］
１．営業債権から直接控除した損失評価引当金 26,427千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 896,089千円

［連結持分変動計算書に関する注記］
１．当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

普通株式 138,916,500株

２．当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2019年11月26日
取締役会 普通株式 256,365 2.00 2019年９月30日 2019年12月４日

（注）上記配当金の総額には、役員報酬BIP信託の所有する当社株式に対する配当金3,478千円が含まれており
ます。

３．当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2020年11月24日
取締役会 普通株式 利益剰余金 256,385 2.00 2020年９月30日 2020年11月30日

（注）上記配当金の総額には、役員報酬BIP信託の所有する当社株式に対する配当金3,478千円が含まれており
ます。

４．当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間が到来しているもの）の目的となる株式の数
普通株式 520,000株
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［金融商品に関する注記］
１．金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、経営活動を行う過程において、信用リスク、流動性リスク、市場リスク（為替リスク、
金利リスク、市場価格リスク）等の様々なリスクに晒されており、当該リスクを防止及び軽減するために、
一定の方針に基づきリスク管理を行っております。
　また、デリバティブ取引は、為替変動リスク等を回避するために実需の範囲内での取引に限定して実施す
ることを原則とし、投機的な取引は行わない方針であります。

（１）信用リスク管理
　当社グループは、多数の取引先に対して債権を有しております。これらの債権について、取引先が契
約上の債務に関して債務不履行になり、当社グループに財務上の損失を発生させるリスク、すなわち信
用リスクに晒されております。
　当該リスクに関しては、与信管理規程等に基づいて、取引先に対して与信限度額を設定し、管理して
おります。また取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引先毎に期日及び残高の管理を行うことで、
財務状況等の悪化による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。これらの信用管理実務から入手
される取引先等の取引状況、財務状況や経済状況を勘案し、予想信用損失の認識や測定を行っておりま
す。
　なお、当社グループは、単独の取引先又はその取引先が所属するグループについて、過度に集中した
信用リスクを有しておりません。
　連結計算書類に表示されている金融資産の減損後の帳簿価額は、獲得した担保又はその他の信用補完
を考慮に入れない、当社グループの金融資産の信用リスクに対するエクスポージャーの最大値でありま
す。
　当社グループでは、営業債権と営業債権以外の債権に区分して損失評価引当金を算定しております。
　いずれの金融資産においても、その全部又は一部について回収ができない、又は回収が極めて困難で
あると判断された場合には債務不履行と判断し、信用減損金融資産として取り扱っております。

（２）流動性リスク管理
　当社グループは、事業活動を支える資金調達に際して、金融機関からの借入を利用しております。営
業債務と合わせ、当社グループが期限の到来した金融負債の返済義務を履行するにあたり、支払期日に
その支払を実行できなくなる流動性リスクに晒されております。
　当社グループは、適切な現金及び預金等の残高を維持するとともに、営業活動によるキャッシュ・フ
ローや金融機関との間の随時利用可能な信用枠の設定、継続的にキャッシュ・フローの計画と実績をモ
ニタリングすること等によりリスク管理を行っております。
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（３）市場リスク管理
①為替リスク
　当社グループは、国際的に事業を展開しているため、様々な通貨で取引を行っており、外貨建ての営
業活動に関連する為替の変動リスクに晒されております。
　当該リスクに関しては、先物為替予約等のデリバティブを用いてその一部をヘッジすること等により
リスク管理を行っております。

②金利リスク
　当社グループは、金融機関から借入を行っており、当該金利での借入に係る利息金額は、市場金利の
変動の影響を受けるため、利息の将来キャッシュ・フローが変動する金利リスクに晒されております。
　当該リスクに関しては、金利スワップ取引を用いてキャッシュ・フローを固定化すること等によりリ
スク管理を行っております。

③市場価格リスク
　当社グループは、主に資本性金融商品（株式）から生じる市場価格の変動リスクに晒されております。
　当該リスクに関しては、定期的に発行体の財務状況や公正価値を把握し、保有状況を定期的に見直す
こと等によりリスク管理を行っております。
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２．金融商品の公正価値等に関する事項
（１）公正価値の算定方法

　金融商品の公正価値の算定方法は以下のとおりであります。

①現金及び現金同等物、営業債権、営業債務
　短期間で決済されるため、公正価値は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額を公正価値と
しております。

②その他の金融資産、その他の金融負債
　上場株式の公正価値については、期末日の市場価格によって算定しております。非上場株式、投資事
業有限責任組合への出資及び債券に係る公正価値については、評価技法を利用して算定しております。
公正価値で測定する金融資産又は金融負債であるデリバティブは、取引先金融機関から提示された価格
等を基礎として算定しております。
　変動金利による借入金については、短期間で市場金利が反映されるため、公正価値は帳簿価額とほぼ
等しいことから、当該帳簿価額を公正価値としております。
　上記以外のその他の金融資産、その他の金融負債については、短期間で決済されるもの等、公正価値
は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額を公正価値としております。

（２）金融商品の帳簿価額と公正価値
　金融資産及び金融負債の帳簿価額は公正価値と一致又は近似しているため、公正価値の開示を省略し
ております。

［１株当たり情報に関する注記］
１．１株当たり親会社所有者帰属持分 124円90銭

２．基本的１株当たり当期利益 11円58銭
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個　　別　　注　　記　　表

［重要な会計方針に係る事項に関する注記］
１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券
①子会社株式及び関連会社株式
　移動平均法による原価法を採用しております。

②その他有価証券
イ．時価のあるもの

　期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主
として移動平均法により算定）を採用しております。

ロ．時価のないもの
　移動平均法による原価法を採用しております。
　なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第２条第２項によ
り有価証券とみなされるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な
最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

（２）デリバティブ
　時価法を採用しております。
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２．固定資産の減価償却の方法
（１）有形固定資産

　建物（附属設備含む）については、定額法を採用しております。その他の有形固定資産については、
定率法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

・建物　　　　　　　　　　４～６年
・その他の有形固定資産　　３～20年

（２）無形固定資産
　定額法を採用しております。
　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

３．引当金の計上基準
（１）賞与引当金

　従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当期期間対応額を計上しております。

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
（１）消費税等の会計処理

　税抜方式を採用しております。
　なお、控除対象外の消費税等につきましては、営業費用に計上しております。

（２）持株会社としての損益の表示
　「営業収益」には子会社から受け取る経営指導料及び配当金を表示しております。
　また、「営業費用」には販売費及び一般管理費を表示しております。

（３）連結納税制度の適用
　連結納税制度を適用しております。
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（４）連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用
　当社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設されたグループ通
算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につい
ては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務
対応報告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延
税金負債の額について、改正前の税法の規定に基づいております。

（５）その他
　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

［表示方法の変更に関する注記］
１．損益計算書

　前事業年度において、「特別損失」の「その他」に含めておりました「投資有価証券評価損」は、金額的
重要性が増したため、区分掲記しております。

［貸借対照表に関する注記］
１．有形固定資産の減価償却累計額 567,277千円

２．関係会社に対する金銭債権債務
金銭債権 1,974,025千円
金銭債務 155,671千円
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［損益計算書に関する注記］
１．関係会社との取引高

営業収益 2,765,909千円
営業費用 23,229千円
営業外収益 40,505千円

［株主資本等変動計算書に関する注記］
１．当事業年度の末日における自己株式の数

普通株式 12,463,440株

［税効果会計に関する注記］
１．繰延税金資産の発生の主な原因

繰延税金資産
賞与引当金 6,966千円
投資有価証券評価損 114,084千円
関係会社株式評価損 1,488,033千円
分離先子会社株式 29,978千円
保証金 26,400千円
その他 59,494千円

繰延税金資産小計 1,724,957千円
評価性引当額 △1,681,724千円

繰延税金資産の純額 43,232千円
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［関連当事者との取引に関する注記］

種類 名称 議決権等の
所有割合 関連内容 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
(千円)

子会社 ㈱セプテーニ
(所有)
直接

100.0％

役員の兼任
経営指導

資金の貸付

経営指導料 1,088,189 売掛金 237,671

連結納税に
伴う受取予定額 329,714 未収入金 329,714

資金の貸付 1,000,000 長期貸付金 1,000,000

配当金の
受取予定額 915,924 未収入金 915,924

子会社 Septeni Japan㈱
(所有)
間接

100.0％
役員の兼任
経営指導 経営指導料 301,800 売掛金 58,300

子会社 コミックスマート㈱
(所有)
直接

100.0％

役員の兼任
経営指導

資金の貸付

増資の引受 500,000 ― ―

資金の貸付 300,000 短期貸付金 300,000

（注）１　上記金額のうち取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。
２　取引条件及び取引条件の決定方針等

・経営指導料は、業務内容等を勘案し当事者間の契約により決定しております。
・増資の引受は、子会社が行った増資を全額引き受けたものであります。
・資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。

［１株当たり情報に関する注記］
１.　１株当たり純資産額 87円53銭

２.　１株当たり当期純損失 0円48銭

［その他の注記］
　該当事項はありません。
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